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主な施策 現状・課題 基本方針

目標：週１日以上スポーツをする市民の割合65％以上 目標：①週１日以上スポーツをする市民の割合７０％以上 ②スポーツ環境への満足度６０％以上

スポーツに親しむ機会の確保

スポーツ人材の育成

スポーツの強みを活用

１ 生涯スポーツ社会の実現

(1)誰もが参加できるスポーツの機会創出

(2)スポーツを支える環境づくり

２ 競技力の向上、

人材育成の推進

(1)選手・指導者の育成

３ スポーツを活かした

まちづくり

(1)スポーツを通じた交流の推進

(2) スポーツの魅力を活かした愛着
の醸成と賑わいづくり

・生涯スポーツ社会の実現

・デジタル化による運動不足、新型コロナウイルス
感染症拡大の影響などによるスポーツ離れ

・子どもを取り巻くスポーツ環境の変化への対応

・アーバンスポーツ、障がい者スポーツなど、多種
多様なスポーツの広がり

・スポーツを行いやすい環境整備

・自発的なスポーツへの関わりが広がるよう取り
組むこと

・アスリートの育成・強化、競技力の向上

・指導者の育成や確保、資質の向上

・合宿・大会の誘致やスポーツイベントによる誘客と
交流の促進

・スポーツの持つ力を、まちづくりに役立てる

・子ども・働き盛り世代・高齢者のスポーツ推進

・障がい者スポーツの推進

・スポーツイベント・教室の充実開催

・ジュニアを主体とした競技力向上施策の推進

・指導者の育成、資質向上の取り組み

・文化・ｽﾎﾟｰﾂｺﾐｯｼｮﾝと一体となった大会等の誘致

・地元プロスポーツチームとの連携

・2020東京五輪を契機とした新潟の魅力発信

・スポーツを支える組織の育成・支援

・スポーツ施設の整備・改修方針の検討

・スマートウエルネスシティの推進

・気軽にスポーツに取り組める情報を発信

・医科学支援体制の検討

　　　　　　令和４年９月１６日
令和４年度　第２回新潟市スポーツ推進審議会
　　　　 　　　　 資料１第３次「スポ柳都にいがた」プランの基本方針について


